
FRT Network service.

DXや遠隔バックアップ、グローバル時代における

“ITインフラの相互接続” を実現！

Orion EXpress は、FRTアクセスポイントを起点に、多重化されたバックボーンで構成
されており、お客さま拠点やお客さまが利用されているクラウドサービス、データセンター間、
海外拠点への接続を閉域且つセキュアに接続するインターコネクトサービスとなります。

お客さまのシステム要件に合わせてサービスクラス（シングル/ Fabric/ Diverse）や
帯域を選定の上、ご予算に応じた最適なネットワークサービスをご提案いたします。
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東日本：東京・神奈川・埼玉・福島
西日本：大阪・京都・兵庫・福岡・沖縄
海 外：香港（一部）・LA（一部）
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#マルチクラウド
#ハイブリッド
#BCP/DR
#サービス障害対策
#グローバル連携

#DX推進
#働き方改革
#クラウド移管
#SaaS利活用増
#NW逼迫

#BCP/DR
#セキュリティ対策
＃遠隔バックアップ
＃ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｸﾗｳﾄﾞ
＃DCI
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このような課題やニーズに最適です

☑DX推進で全社のSaaS利用増に伴い、
インターネット通信が逼迫、業務に支障が。

様々なSaaSに対し、閉域網で接続。
通信の輻輳や遅延を解消し、安定的利用を実現！

M365

Orion

Box

Sales
Force その他

M365やBoxといったSaaSへの
閉域接続が可能。インターネット
の逼迫や遅延を解消し生産性を向
上。その他、マルチクラウド利用
接続を組まれたいお客さまにも適
したプランをご用意しています。

☑ハイブリッド構成用のネットワークを
構築したいが品質やセキュリティ面で不安。

お客様拠点やご利用のデータセンター間から
各種クラウドサービスへ高品質でセキュアな
専用線を直結。安全・安定性を実現！

複数拠点からクラウドサービ
スへの閉域接続や、1つの回
線で複数のクラウドサービス
への接続もご提供可能となり
ます。

お客様 FRTAP クラウサービス

☑広域災害やクラウドサービス障害、ランサムウェア対策としてBCP/DRを実現したい。

国内最高クラスのFRTデータセンターで、遠隔バックアップを実現。クラウドサービス、オンプレミスを
問わず、お客様拠点から沖縄まで多重化されたネットワークルートでお客さまのデータを安全に転送・保管。

■提供ルートイメージ

東京〜沖縄（サービスクラス：Fabricご利用時）

サービスクラスのFabricタイプでは、東京〜沖縄間を
太平洋ルート（ASE）、内陸ルート、香港ルートで
多重化しているため、有事の際も安心してご利用いただけます。

契約領域 100Mbps〜10Gbps

提供方式 帯域保証型、ベストエフォート型

サービスタイプ シングルタイプ、Fabric、Diverse（一部）

ユーザー
インターフェース

100M：
100BASE-TX

1G：
1000BASE-T/LX/S

X

10G：
10GBASE-LR/SR

100GBASE-LR4

Layer L2

最低利用期間 1年

提供エリア

東日本：東京、神奈川、埼玉、福島、青森
西日本：大阪、京都、兵庫、福岡、沖縄

国外：香港（一部）、LA（一部）

SLA あり（帯域保障型のみ）

■サービス仕様（拠点間通信時）

FRT株式会社 沖縄電力グループ

098-942-6609
ml-eigyo@firstriding.co.jp

販売パートナー様も随時募集しております！
お気軽にお声掛けください！！
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